
シーリング工事 
 
１）施工箇所および数量 
 

施工箇所 材 料 名 サイズ 数量 
サッシ回り ポリサルファド系 10×10 2500.5ｍ 
タイル目地 ポリウレタン系 15×10 182.6ｍ 
エキスパンション  20×15 72.8ｍ 
    
    
    

 
２）使用材料 
ａ．主要材料 

材  料 品   名 規 格 製造業者 

シーリング材 

ハマタイトスーパーⅡ 
（変成シリコン系） 4L／セット 横浜ゴム 

ハマタイト SC－M500 
（ポリサルファド系） 〃 〃 

ハマタイト UH・01NB 
（ポリウレタン系） 6L／セット 〃 

ハマタイト SS・310 
（シリコン系） 330ml／本 〃 

プライマー 

プライマーNo,40 
（変成シリコン系材用） 500ml／缶 〃 

プライマーNo,45 
（ポリサルファイド系材用） 〃 〃 

プライマーNo,30 
（ポリウレタン系材用） 〃 〃 

プライマーNo,70 
（シリコン系材用） 300ml／缶 〃 

 
ｂ．副資材 

1）バックアップ材 サンテックフォーム 
ポリエチレンフォーム 

旭化成 
三和化工 

2）マスキングテープ シーリング用紙粘着テープ カモ井化工紙 
住友スリーエム 

3）清掃溶剤 T＃1 山一化学 

 



３）施工環境 
シーリング施工は、下記の作業環境において行う。 
環境条件がこれを超える場合、超えることが予想される場合は、監督員と協議の上決定する。 

 
ａ．天 候 
晴天または曇天の日に行う。 
（降雨雪時あるいは降雨雪が予想される場合は、作業を中止する。） 

ｂ．気温、湿度及び風 
 

気  温 5℃以上 40℃以下 
相対湿度 85％以下 
風  速 10m／S以下 

 
４）材料保管 
ａ．プライマー及び清掃溶剤は、監督員の指示に従い、数量や火気に注意し、定められた冷暗所に

保管する。 
ｂ．シーリング材及び副資材は、監督員と打ち合わせの上直射日光、雨水のあたらない低湿度の室

内に保管する。 
 
 



５）施工手順フロー 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
  
 
  
 
 
 
  
 
  
 
  
 
  
  
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

目地材の確認 

目地の清掃 

バックアップ材装填 

マスキングテープ貼り 

プライマー塗布 

シーリング材充填 

へラ押え・へラ仕上げ 

マスキングテープ除去 

施工後の清掃 

養    生 

・目地寸法・納まりの確認 

・表面状態・乾燥状態の確認 

・清掃状態の確認 

・位置の確認 

・プライマーの確認 

・塗布状態の確認 

シーリング材の練混ぜ 

ガンへの充填 

・シーリング材の確認 

・仕上げ状態の確

・目地とその周辺



６）施工要領 
（1）目地の確認 
目地寸法および納まりが設計図に適合していること、被着体が仕様書通りであり異常のないこ

と、充分に乾燥していることを確認する。目地に支障がある場合には、監督員と協議のうえ対

策を講ずる。 
 

（2）目地の清掃 
清掃刷毛等で被着面を清掃し、接着を阻害する物質を除去し、被着面を充分に乾燥させる。 
 

（3）バックアップ材装填 
目地寸法の誤差と装填された状態を考慮して、バックアップ材を用意する。シーリング材充填

深さが設計図の寸法以下にならないように装填する。 
 

（4）マスキングテープ貼り 
目地沿線いっぱいに、正確に、かつ十分に押えて貼る。 
 

（5）プライマー塗布 
プライマーは品質保証期間内のものを使用し、むらなく均一に塗布する。プライマー塗布面が

降雨などで濡れたり、ごみ、ほこり等が付着した場合には、有機溶剤を含ませた布で清掃し、

プライマーを再度塗布する。プライマーの塗布後、施工可能時間を過ぎた場合も同様である。 
 

（6）シーリング材の練混ぜ 
シーリング材は、品質保証期間内のものを使用する。 
練混ぜはドラム回転式練混ぜ機を使用し、直射日光を避け、ごみ、ほこりや木の飛沫など異物

が入らない場所で行う。基剤、硬化剤のセットを確認し、基剤（硬化剤）に硬化剤（基剤）着

色剤を一度に投入して練混ぜる。練混ぜ時間は、10分以上 15分未満とする。 
 

（7）ガンへの充填 
シーリング材に気泡が入らないように注意してガンへ充填する。 
 

（8）シーリング材の充填 
プライマーの塗布後施工可能時間内に、適切なノズルを装着したガンで、目地底からシーリン

グ材を充填する。シーリング材の可能時間内に充填を完了する。打ち継ぎ箇所は目地交差部及

び隅角部を避け、そぎ継ぎとする。そぎ継ぎ部にはプライマーを塗布する。 
 

（9）へラ押え・へラ仕上げ 
シーリング材充填後、すみやかにへラ押さえとへラ仕上げを行う。 
へラ（パレットナイフあるいは発泡ポリエチレン製治具など）を目地に合わせて作成し、内部

まで圧力が加わるように 2～3回へラ押えを行った後、へラ仕上げを行う。 
ｊ．マスキングテープ除去 
へラ仕上げ終了後、すみやかにマスキングテープを除去する。 



 
（10）施工後の清掃 

目地周辺に付着したシーリング材などを、清掃溶剤を含ませた白布で清掃する。 
 
（11）養  生 

作業終了後、ほこりの付着、損傷、汚染などの恐れのある部分は監督員と打ち合わせの上適

切な養生を行う。 
 
（12）施工後の確認 

施工終了硬化後、目視及び触視等により硬化、接着状態の確認を行なう。 
 
 
 
 
 
 
 


